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本書は阪野吉平氏が２００２年～２００３年に、ご近所の徴兵体験者１１０人に直接

聞き取りを行った証言集で、伝聞ではありません。阪野氏のペンは中庸。狭

い地域での聞き取りですが、逆に、当時、大学に行くことができた恵まれた

環境の人から、小作・奉公人、新聞・ラジオもない環境の人まで満遍なく聞

き取りが行われていること、そして、阪野氏が積極的に聞き取りを行ってい

なければ決して文章として今日残ることがなかったであろう体験談が多い

のが本書最大の特徴。全員本名、取材時の写真付。生年月日順に収録。 
 
戦死者なしの中隊。１２０人のうち生きて帰れたのは９人という中隊。毎日が

死と隣り合わせだった人。一度も戦闘になったことがない人。食うものには

困らなかった人。排泄物まで洗って食べた人。捕虜を度胸試しで殺したとい

う人。死刑前日に釈放された人。小作より軍隊の方が楽だったという人。軍

隊よりソビエト抑留の方が楽だったという人。片目を失った人。甲種・乙種

合格だけでなく丙種・丁種合格の人も。終戦を知って泣く人、喜ぶ人。戦争

のむなしさを語る人。軍事力の重要性を主張する人。昭和１７年に兵隊になり

帰ってきたのは昭和２９年という人。今も目に焼き付いていることがあるが

それは話せないという人。そろそろお迎えが来るから話そうという人。 
 
「１人あたりの文字量が少ないので期待せずに読み始めたが、幾多の戦争体

験記を読んできて気づかなかったことに、この本の１１０人の話で観点を得た。

望外の１冊」７０代の方からの読後感想 
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